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宇都宮の環境（環境状況報告書 平成 30 年度版）について 

 

１ 環境状況報告書 平成 30 年度版（以下「報告書」という。）について 

宇都宮市環境基本条例に基づき，環境基本計画に掲げる計画の基本理念や目指す環境都市像の実現

に向けた取組の実施状況や指標の進捗状況等について点検を行い，毎年度の状況を報告書として取り

まとめ公表するもの 

 

 

 

 

 

 

２ 報告書の内容及び進捗状況の確認方法等について 

⑴ 報告書の内容について 

報告書には，第 3次環境基本計画（計画期間：平成 28 年度～平成 37 年度）の平成 29 年度におけ

る計画の指標に係る進捗状況や各施策の実施状況を記載するほか，本市の環境に関する統計情報等

を資料として掲載する。 

 

⑵ 進捗状況の確認方法等について 

   進捗確認については，計画全体及び個別の施策それぞれに対して行う。 

 

  ア 計画全体の確認方法 

計画全体の進捗確認については，重点戦略に掲げた事業の取組状況（注１）及び成果指標の進捗

によって確認する。 

 

イ 個別の施策の確認方法 

個別の施策の進捗確認については，５つある各環境分野における基本施策の体系別に行うもの

とし，事業の取組状況（注１）及び各指標の評価（注２）によって確認する。 

 

   （注１）事業の取組状況の確認方法 

       本計画の新規事業及び取組を拡大した事業の取組状況を中心に確認する。 

（注２）指標の評価方法 

指標の評価方法は，それぞれ目標として設定している年次・指標に対し，基準値から目標

までを直線で結び，各年度の参考値※1を設定し，その参考値に対しての達成率※2により

進捗状況を確認する。 

 

 

 

資料１ 

【参考】宇都宮市環境基本条例（抄） 

第１９条 市長は，毎年度，環境の状況並びに環境の保全及び創造に関する施策の実施状況を明

らかにした報告書を作成し，公表する。 
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３ 計画の進捗状況について 

⑴ 計画全体の進捗状況について※別冊 及び別紙１ 参照 

・ 重点戦略に掲げた事業の取組状況については，計画初年度である平成２８年度から検討に着手

した事業が，平成２９年度には新たに事業開始となるなど一定の進展がみられることから，取組

状況は順調といえるが，成果指標については達成状況にばらつきがある状態。 
 

・ 成果指標のうち，自然環境に関する愛着度に関しては順調な進捗がみられ，各事業の取組効

果が反映されていると考えられる。一方で，市民一人一日当たりの家庭系ごみ排出量は横ば

い，市民一人当たりの二酸化炭素排出量については基準年度から比較して増加という状況にな

っており，より一層の取組強化が求められる。 

 

   ⇒ 今後，取組の強化が必要な分野については，地球温暖化対策実行計画や一般廃棄物処理基本

計画などの関連する個別計画と連携しながら具体的な取組を着実に進めていく必要がある。 

また今後，本市が持続的に発展していくためには，環境，経済，社会の諸課題を統合的に解

決する必要があることから，計画に掲げるすべての取組を実施するにあたっては，今後，「持

続可能な開発のための目標（ＳＤＧｓ）」を活用し，市民や事業者（行政含む。）の意識醸成に

努めていく。 

 

 

※1「参考値」のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 参考値に対する達成率の評価は，宇都宮市行政評価の評価基準に基づき以下のとおり設定 

参考値に対する進捗状況 

90％以上：Ａ    70％以上：Ｂ   70％未満，基準値未満：Ｃ 
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⑵ 個別の施策の進捗状況について ※ 別冊 及び 別紙２ 参照 

・ 指標については，計３８の指標のうち，１７の指標で達成率が１００％以上，また，「Ａ」，「Ｂ」

の評価が８割以上となっており，事業の進捗は概ね良好であると言える。 
 

・ ただし，平成２８年度から引き続き進捗が遅れているものについては，状況の分析を詳細に行い

ながら，目標達成に向けての具体的な方策を早急に検討する必要がある。 
 

・ 個別の取組について，「自然環境」，「人づくり」分野においては，教育機関や民間企業など多

様な主体と連携しながら，着実に取り組みを進めている。 
 

・ 市民生活に密接に関係する「廃棄物」，「生活環境」分野においては，一部の取組で遅れがみられ

るものの概ね順調に進んでいる。  
 

・ 持続可能なまちづくりに関係する「地球環境」分野においては，現時点における課題解決を図

るための啓発事業や補助事業が展開されているほか，将来を見据えた長期的な取り組みとして，

エネルギー関連の調査研究や実証などの取組に着手している。 

 

 ⇒ 今後，地球環境分野においては，より一層の地域の低炭素化・地域活性化策の構築に向け

「地域新電力」のスキームを活用した事業の具体化や，近年の集中豪雨や台風の大型化などの

異常気象に対する「適応策」の理解促進の強化に努める。 

 

  【参考】 

 平成２８年度 平成２９年度 備考 

評価Ａ 
３０

（うち１７の指標が１００％以上） 

２８ 

（うち１７の指標が１００％以上） 

ＡからＢへ降格 ３件

ＢからＡへ昇格 １件

 評価Ｂ ３ ５ 

評価Ｃ ５ ５ 

 

４ 宇都宮の環境 環境状況報告書(案)について 

  別冊のとおり 

 

５ 今後のスケジュール 

  平成 30 年 11 月 22 日（木） 環境審議会 

下旬       ホームページで状況報告書を公表 


